
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６１３

基盤研究(B)

2013～2011

ファシズムと宗教文化に関する地域・時代比較的総合研究

Comparative Study of the Relationship between Fascism and Religious Cultures in Diff
erent Regions and Times

３０２０８９１２研究者番号：

深澤　英隆（FUKASAWA, Hidetaka）

一橋大学・大学院社会学研究科・教授

研究期間：

２３３２００１５

平成 年 月 日現在２６   ６ １６

円    12,100,000 、（間接経費） 円     3,630,000

研究成果の概要（和文）：　本研究は、政治現象としての広義のファシズムと宗教文化との関連を、過去と現在、およ
び広範な地域におよぶ事例にもとづきつつ解明することを目的としてなされた。本研究では、1)ファシズム現象の宗教
的特質、2)ファシズム期における宗教および宗教研究、3)ファシズム現象と宗教運動との関連、などの諸点に着目し、
ファシズムという特異な政治現象と宗教的なるものに関わる文化諸現象とがどのような相互作用のもとにあるのかを解
明することが試みられた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was to elucidate the relationship between fascism
 as a political phenomenon and religious culture in different regions and times. In this project we addres
sed chiefly three problems: 1) the religious character of fascist movements and cultures, 2) studies of re
ligion and myth in the fascist era, 3) the relationship between fascism and various (especially pre-fascis
t) religious movements. Our study of these issues enabled us to clarify the complexity and variability fou
nd in the relationships between fascist movements and religious cultures.
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１．研究開始当初の背景 

 

 ファシズムの宗教性という問題は、すでに

1920 年代のヨーロッパにおけるファシズム

運動の生成期より、ある程度指摘がなされて

いた。しかし、第二次大戦後においてファシ

ズム研究が蓄積されながらも、こうした問題

は看過されたままであった。 

 しかし 1980 年代以降、これまで看過され

がちであった宗教と政治との関係をめぐる

研究が、政治学においても宗教研究において

も次第に活発となり、そうしたなかでファシ

ズムや、より広く全体主義と宗教との関係を

問い直す動きが出て来た。また、宗教学史の

研究の進展とともに、ファシズム時代の宗教

研究の様相を問う研究が次第になされるよ

うになった。 

 研究代表者らは、2006 年度より 2008 年度

にかけて行われた科学研究費補助金基盤研

究(B)「ファシズム期の宗教と宗教研究にか

んする国際的比較研究」(研究代表者：竹沢

尚一郎)における共同研究を通して、こうし

た問題関心をさらに深めるとともに、この研

究分野がなお未開拓と言っていいほどに多

くの研究課題を残していること、また方法面

でもさらに多様なアプローチが必要である

こと、加えて複数の、専門分野を異にする研

究者による共同研究が不可避である事を痛

感し、本研究の着想に至った。 

 
２．研究の目的 
 

  本研究は、とりわけ以下の３点の解明を目

的としてなされた。 

 (1)ファシズム現象そのものの宗教性をめ

ぐる考察：政治現象としてのファシズムを準

宗教的現象として考察する観点は、例えば

2000 年 よ り 刊 行 さ れ て い る 雑 誌 、

Totalitarian Movements and Political 

Religions 誌などで論じられているが、そこ

での議論はもっぱら政治学の方向からなさ

れている。これに対し本研究では、宗教研究

の側からファシズムの宗教性を明らかにす

ることを試みた。 

 (2)ファシズム期における宗教学をめぐる

考察：宗教研究史の解明の必要性が唱えられ

て久しいが、宗教研究が政治的にもっとも顕

著な変質と政治的コミットメントを経験し

たファシズム期の宗教研究については、なお

十分な検討がなされていない。本研究では、

欧日の事例の比較検討を通じて、個別事例に

とどまらず、ファシズムを含む政治と宗教研

究との関係をめぐる一般問題にまで解明の

光をあてることを目指した。 

 (3)ファシズムと宗教運動との関連をめぐ

る考察：ファシズムと宗教運動との関連は、

ファシズム下での諸宗教の動向と、ファシズ

ムを準備した宗教的プレ・ファシズムとファ

シズムとの関連の問題に分けられる。特に後

者の問題は、これまで十分な研究がなされて

こなかった領域である。さらに、本研究では

過去の事例のみならず、また狭義の宗教運動

を超えた、現代の宗教文化、宗教的サブカル

チャーにおいてファシズム的表象世界がど

のように援用され、宗教文化の一部を形成し

ているかについても考察を加えた。 

  

３．研究の方法 

 

 本研究は、各研究者がそれぞれの研究領

域・研究対象を、文献研究やフィールド調査

などを通じて多方法的に研究するとともに、

各年度複数回の研究集会を催し、共同討議を

行ってゆくというかたちでなされた。研究成

果は年度ごとに各自の報告や、また共同のパ

ネル等で、学会において発表してゆくととも

に、学術雑誌・図書等への寄稿を通じて逐次

公開された。 

 
４．研究成果 
 

 ３年間の研究成果を、研究目的の項でしめ



した３点の研究目的に即してまとめるなら

ば、以下のようになる。 

  (1)ファシズムの宗教性をめぐっては、ま

ずナチズムやイタリア・ファシズムの類宗教

性の問題に関わるこれまでの研究史のレヴ

ューを行うとともに、こうした視角そのもの

の妥当性を問い直すことがなされた。その結

果、政治学などにおける研究は一定の有効性

をもつものの、宗教や宗教性、あるいは政治

宗教や政治神学といった語の規定がしばし

ば安易であり、ファシズム現象の十全な解明

に必ずしも資するとは限らないことが確認

された。そのうえで、まずはファシズム現象

に内属する宗教的要因、すなわち民族・国家

等の準宗教的志向対象や、そこに向けられた

志向性の宗教的性格を分析してゆくことが、

宗教研究の側からなされるべきことである

こと、その際とりわけ種々の政治的祭儀と政

治的言語使用に着目がなされるべきである

こと、そうした諸表現における宗教的なるも

のの明示的な行使と非明示的なそれとの区

別がなされるべきことなどを確認した。 

  (2)ファシズム期における宗教学の諸相に

ついては、欧日の諸事例を個別に検討すると

ともに、比較対照をも行った。まず日本の事

例では、宇野圓空の業績の全体像を精査して、

日本型ファシズムにおける「南進」の系譜や

ナショナリズムの高揚への関与について考

察した。そこから、宇野が提唱した宗教民族

学が、純粋な学術活動から、次第に国策との

親和性を増大し、日本ファシズムへの関与を

強めた時代状況が明らかになった。また日本

のファシズム期における神話研究を明治以

降、平成の現代に至るまでの日本神話研究の

流れの中に位置づけ、それを同時期の他のフ

ァシズム国家での研究と比較した。同時に、

狭義のファシズム期とファシズム国家以外

の時期と地域からの神話研究の事象を検討

し、ファシズムという概念そのものの拡張に

よって、より広い視野からの比較研究が可能

になることをも確認した。またイタリア・フ

ァシズムと宗教学との関連では、イタリア宗

教史学を軸に検討を行い、ファシズムに注ぎ

込んでいる伝統主義とモダニズムがともに

宗教史学という学問と密接な繋がりを有し

ていることを解明した。さらに、ルーマニア

におけるファシズム運動の思想的局面とし

て、運動への賛同者であるナエ・ヨネスク、

エミール・シオラン、ミルチャ・エリアーデ

ら知識人について研究を行い、ナエ・ヨネス

クの個人的カリスマの影響力、シオランとル

ーマニア文化との複雑な関係性、エリアーデ

のファシズム運動への関与と後の断罪に対

する態度の問題性などを検討した。全体を通

じて、ファシズム期の宗教研究は、ファシズ

ム政治体制に制約を受けるのみならず、ファ

シズムの世界観と大なり小なり呼応する研

究姿勢と研究内容をもつ場合が少なくなか

ったことが見いだされた。しかしその一方で、

ファシズム期の宗教研究を安易にファシズ

ム親和的と特徴づけることの問題性をも確

認することとなった。 

  (3)ファシズムと宗教運動との関連をめぐ

る考察は、ファシズム下での諸宗教の動向と、

ファシズムを準備した宗教的プレ・ファシズ

ムとファシズムとの関連の問題に分けられ

る。前者については、ナチズム政権下で「ナ

ザレのイエス」をユダヤ的存在あるいはアー

リア的存在として表象するという（学問的・

宗教的）営みが、当時の民族主義（フェルキ

ッシュ）的な宗教思想運動の文脈において持

ちうる含意を分析したほか、キリスト教系の

民族主義宗教運動（特に、反ユダヤ主義的世

界陰謀論を思想的中心とするマティルデ・ル

ーデンドルフの運動並びに、偽書『ウラ・リ

ンダ年代記』研究者である民族主義的文献学

者ヘルマン・ヴィルトの著作）に関する一次

資料並びに二次文献の蒐集と検討を行った。

プレ・ファシズムとの関連では、とりわけド

イツの最も有力な民族主義宗教運動であっ



た「ゲルマン信仰共同体」の思想と運動を検

討するとともに、この運動がナチス政権下で

経験した変転のうちに、ファシズム政治と宗

教運動との錯綜した関係を跡づけた。また第

二次大戦後から現在に至る「ゲルマン信仰共

同体」の推移を検討し、そこに見られる現代

のサブカルチャーとしてのペイガニズムに

おいてファシズム的要素がいかに存続して

いるかを分析した。 

 以上の研究成果は、いずれも国内外におい

て先行研究をほとんど見ないものであり、ま

たそのいくつかはすでに外国語によって発

表され、一定の評価を得ることができた。今

後の課題ないし展望としては、ファシズム研

究一般の進展に相応するかたちで、宗教とフ

ァシズムとの内的・外的連関を理論化する枠

組みを精錬させること、なお未解明な数多く

の事象・事例の資料探索と分析とを蓄積する

こと、加えて方法論的な熟考を経た比較研究

を組織的に試みることなどがあげられるだ

ろう。 
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